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        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MENDS CLUBS 

２０1８～２０1９年度主題 

 

国 際 会 長 主 題「私たちは変えられる」“Yes,we can change” 

ア ジ ア 会 長 主 題「アクション！」“Action”” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「為せば、成る」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「未来はそれに備える人のものである」 

  長野クラブ会長主題”Change, challenge、and  charge”変わろう 挑戦しよう そして充電しよう 

私の選んだことば 

人間が抱え込む苦について誰でもが悩み、苦しみ、生あるものは苦から逃れ避けることは出来ません。まして、

高僧ならいざ知らず凡人には至難の業であります。 

ブッタの教えにある、「四苦八苦」、「一切皆苦」と苦を表し、苦を滅する四つの心理「四諦」、「因縁生起」そして

因縁生起の観念から苦しみの原因を辿っていくと苦しみの原因は「無知」にあると説いております。 

三法印（四法印）の理法を知り、踏まえたうえで正しい生活を行う。 

八正道を実践し偏らない中道の生き方を歩めと説いています。 

これらを正しく理解し、正しい行いを続けた先に現世での解脱があると知ります。 

                       ブッダのことば スッタニパータより抜粋                   
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

  

 

                              

 

 

 

 

 

 

      １０月例会          

 日時 2018 年１０月 1７日（水）

6:30pm~ 

会場 レストランやま 司会 小林 Y’s 

１．開会点鐘            会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３,  会長あいさつ       会長   

４． ゲスト紹介        会長 

５、報告 石巻への植樹行報告  

６. 卓話 「ワイズ活動と私」      

          廣瀬あずさ部長 

７．権バルディナー やま編  

                          

８、ニコニコ募金（,桜植樹など） 

９．パピーバースデイ 

１０．閉会点鐘         会長 

 

８時ころから権バルその２ 海千山千な

どで懇親、自由散会        

   

          

    

   桜の植樹準備をしながら見えてきたこと 森本俊子 

 ブリテンが発行になるころ石巻への植樹行きが実現している

のですが、この活動をしながら見えてきたことがたくさんあり

ます。 

 まず、初めに桜を贈りたいと考えたのは、甲府クラブが神代

桜の植樹をされたニュースを聞いた時でした。素晴らしい。被

災地に桜の花が咲いたらきっと地域の人たちが喜んでくれるに

違いない。ということでした。長野にもいい桜がいっぱいある

し、簡単に手に入るだろう。そう思いました。でも、実際に探

してみるとそう簡単ではなかった。 

 松代の小動物保護活動をしている方たちに出会い、その皆さ

んが町内で一番美しい花を咲かせている桜から種を取り、苗木

を接ぎ木して、よい色の花が咲くように育てていると知りまし

た。里山の環境保全というとたいそう山の中かと思っていまし

たがかつて真田十万石の城下町の中心だったところでの活動で

す。私が見せていただいたエリアにはフジバカマの群生があり、

アサギマダラが飛びかっていました。その辺は国蝶オオムラサ

キも姿を見せる地域なのだそうです。はじめはお城の周りのソ

メイヨシノの後継木としてだけの桜かと思っていましたが、も

っと深い意味のある活動であり、しかもおそらく自分たちの代

にははっきりした結果の出ない活動に目を輝かせている方たち

なんです。その方たちの夢も一緒に石巻へ届けに行くのだと思

うとわくわくする私です。 

       

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月のデータ 

在籍会員   １３名  

例会出席者  ７名 例会出席率５２％ 

ゲスト    ２名 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

ブリテン  堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

          9月例会報告 

出席者 岩田幸雄、倉石美津子、小林美彦、玉木一成、福島貴和、（堀内雅俊）森本俊子、 

ゲスト楠茂幸さん、大日方勇さん、志波雅之さん 

 卓話は、マスター・オブ・ワインの称号を持つ、須坂市亀倉の楠ワイナリーオーナーの楠茂 

幸さんに、「私のワイン作り」と題して話していただいた。大学は工学部を卒業した楠さんは 

まず航空機などをリースする会社に勤めた。得意の英語を活かして世界中をまわるという仕 

事で、順調だったが家庭の事情もあって４０歳を前に帰郷転職。化学的、芸術的な「ものづ 

くり」をしたいと考えていたことと、仕事の関係でワインを飲む機会が多かったことから、 

ワインづくりをしようと思い立った。「スモールビジネスとしてのワインづくり」という本 

に一億でできる、とあったことが、一つの目安になった。しかし実家に近いワイナリーで研 

修してみて、実は知らないことばかりとおもい知った。そこで、オーストラリアのアデーレ 

大学に留学してみっちり学ぶことになった。 

 帰国して、２００４年最初の苗を植えた。３年目に実がとれるようになり、植えてから５ 

年目には収入がとれるようになった。三反部の畑に巨峰も作った。一年目の収入は８０万円。 

自己資金はゼロに近くなった。このころになって一人でやるのではなく共同でやってくれる 

人の助けが必要だと気づいた。政策金融公庫で資金を借り、株主は１００人、議決権は楠さ 

ん一人が持つという方式で進め、２０１０年にはキャッシュはないが資産があるという状態 

になった。今までに５回の増資を行い、資産は一億円になる。 

この夏、マスターオブワインの称号を持つ人たちのシンポジュームがスペインのリオはであ

り、参加した。30カ国 450人が集まったが、日本人はカリフォルニア在住の人と 2人だけだっ

た。中国やアルゼンチンのひともいた。そこで日本のワインは「甲州」が知られているだけだ

と知った。 

国産ワインは、日本で瓶詰めすると日本産ということができるので、目下のところ神奈川県

がもっとも生産量が多く、ワインブドウの生産は長野県が一番である。 

楠農園ではワイン用のブドウのほかに生食用のブドウも作っていて、農家の人々の心情や周辺

地域の農業者としての商売の様々な仕方なども話していただき、興味深かった。リンゴやブド

ウの生産のこれからについても考えることが多かった。 

（メモを取りながら聞いたつもりが、ボロボロと落としていて、申し訳ありません。 

でも、こんなお話はなかなか聞けないから記録しました。      文責 森本）             

 

 

 

 

    

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （１０月１７日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま  権バル参加店 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 

 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

（写真別送） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月例会の様子 

 

ｈｈｈｈｈｈｈｈ 

 

 

 

 

 

      岩野原ワイナリーへ行ってきました。       小林美彦 

 

信州ユニバーサルサポーターズで ９月２８日 新潟の岩野原ワイナリーに行ってきまし

た 

岩野原葡萄園創業者 川上善兵衛 生誕１５０年のイベント準備中の上越市北方のワイナリ

ーできたてアルコール 2 パーセントのワインの赤ちゃんを試飲してきました。やさしいシュ

ワシュワした美味し区いただいてきました。隣の醸造所では、葡萄の仕込に忙しくしていま

した。 

お昼は、高田本町の軍ちゃんで、海鮮料理を食べて来ました。カウンター席を車椅子ユー

ザーの方の為に床を高くしてもてなしてくれました。長野にもこんな店があってもいいの

に！ 

     

     

     

    

 

 

 



 
これからの予定 
 
10 月 15日石巻へ植樹に（14日出発） 
10 月 17日（水）10 月例会広瀬あずさ部長訪問 
10 月 20日（土）あずさ部部会 
       ホスト甲府２１クラブ 
２０１９年 2月９日（土）あずさ部第二回評議会ホスト

は八王子くｒアブ 
２０１９年５月１１日（土）長野クラブホストトで、 

あずさ部第三回評議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 クラブ費の振り込みをお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア参
加に直結しています。 
今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込みを
お願いします。（1 年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 

 YMCAたより            露木淳司 

山梨ＹＭＣＡで行われる最大のイベント「ＹＭＣＡバザー」。 今年も 11 月 3 日が迫って

まいりました。山梨ＹＭＣＡ四十 年史「荒野に水わきいで」によりますと、第一回目は 1961 

年 （昭和 36 年）で、「レクリエーションホールの改築資金の一部 とするために」という

ことを目的に開かれたようです。当時の 食券には、おしるこ、おでん、カレーまたはいなり

の 3 点セッ トで 140 円と記されています。バザーという形態のイベントと しては山梨県

では最初の試みではなかったかと言われていま す。以来全く途切れることなく継続され、今

年で 58 回目を迎 えます。2020 年に山梨ＹＭＣＡは新会館を建設しようとしてい ますの

で、現会館での開催はあと一回を残すのみとなりました。 そして記念すべき新会館第一回目

はちょうど 60 回目の還暦 を迎えることになります。 ＹＭＣＡバザーは文字通りＦｏｒ Ａ

ｌｌのイベントです。 ワイズメンズクラブの他にボーイスカウト甲府 5 団の皆 様、賛助会

員の皆様、全てのプログラム会員の皆様、さらには ロータリークラブをはじめとするＹＭＣ

Ａにゆかりのあるグ ループ、団体の皆様に支えられて今日まで開催され続けてまいりまし

た。特に最近では、6 月のチャリティーランと並び、発達障がい児支援のためのチャリティ

ーイベントとしての色合 いが濃くなってきており、急成長してきた「放課後等児童デイ サ

ービス」などの運営に大きく寄与するところとなっておりま す。すっかり活気のなくなって

しまった連雀問屋街に笑い声の 絶えないひと時をもたらしてくれるバザー。掘り出し物に出

会 えたり、思いがけない再会を果たしたり、年に一回だからこそ のハプニングがあなたを

待っています。皆様、ぜひ今年もバザーに参加して、新たな思い出の一ページを加えてくだ

さい。 ただいま、献品大募集中です。ご家庭で眠っている遊休品を ぜひお寄せください。 

 


